
平
成
28
年
7
月
31
日
、
江
戸
川
大
学
駒
木
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
、
第
四
回
情
報
教
育
研
究
会
が
開
催

さ
れ
た
。
研
究
会
の
テ
ー
マ
は
「
次
世
代
を
担
う

若
者
に
、
情
報
社
会
で
の
判
断
力
と
し
て
の
情
報

モ
ラ
ル
や
問
題
解
決
力
を
育
成
す
る
情
報
教
育
を

ど
う
実
現
す
る
か
」
で
あ
る
。
実
際
に
現
場
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
高
等
学
校
の
先
生
方
と
研
究
者

が
一
緒
に
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
今

回
は
、
教
科
「
情
報
」
の
次
期
学
習
指
導
要
領
改

訂
に
着
目
し
て
開
催
さ
れ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
文
部
科
学
省
教
科
調
査
官
で

あ
る
鹿
野
利
春
先
生
が
「
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

動
向
と
教
科
『
情
報
』」
と
い
う
題
目
で
、
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
作
業
の
進
捗
状
況
や
現
在
ま
で

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
内
容
、
そ
し
て
今
後
の
予
定

な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

続
い
て
、
東
京
工
業
大
学
松
田
稔
樹
先
生
の
講

演
が
あ
っ
た
。
講
演
の
具
体
的
な
内
容
は
、
松
田

先
生
が
こ
の
た
び
学
習
指
導
要
領
改
訂
で
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」

を
切
り
口
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご
自
身
の
研
究
成
果

を
ふ
ま
え
た
期
待
や
要
望
、
課
題
な
ど
に
つ
い
て

の
指
摘
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
は
、共
通
教
科
「
情

報
」
で
実
際
に
学
ぶ
生
徒
が
不
在
に
な
ら
な
い
よ

う
な
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」
の
充
実
に
つ
い

て
厳
し
い
指
摘
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
情
報
文
化
学
科

長
玉
田
教
授
か
ら
、「
生
き
る
力
と
し
て
の
問
題

2016 年 8 月 23 日

解
決
力
を
育
て
る
た
め
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」
と

し
て
私
立
大
学
情
報
教
育
協
会
で
取
り
組
ん
で

い
る
縦
糸
・
横
糸
モ
デ
ル
に
基
づ
く
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
が
示
さ
れ
た
。
そ
の

中
で
は
大
学
で
の
取
り
組
み
の
一
例
と
し
て
情
報

文
化
学
科
で
行
わ
れ
て
い
る
指
導
方
法
や
活
動
が

紹
介
さ
れ
た
。
次
に
情
報
文
化
学
科
の
山
口
講
師

か
ら
、
情
報
教
育
に
新
し
い
視
点
を
取
り
入
れ
る

た
め
、
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
を
題
材
と
し
た
教
材
開
発

の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

最
後
に
情
報
教
育
で
先
進
的
な
実
践
を
さ
れ
て

い
る
先
生
方
に
よ
っ
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
お
こ
な
わ
れ
た
。「
教
科
『
情
報
』
学
習
指

導
要
領
改
定
に
向
け
て
期
待
す
る
こ
と
・
準
備
す

べ
き
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
現
場
で
教
科
「
情
報
」

を
担
当
す
る
立
場
、
現
職
教
員
研
修
に
関
わ
る
立

場
か
ら
、
新
学
習
指
導
要
領
に
向
け
て
期
待
す
る

こ
と
を
中
心
に
、
活
発
な
議
論
が
か
わ
さ

れ
た
。

研
究
会
終
了
後
に
は
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
研

究
会
で
の
熱
気
に
負
け
な
い
熱
い
議
論
が

こ
こ
で
も
行
わ
れ
た
。
教
科
「
情
報
」
は
、

ま
だ
ま
だ
新
し
い
分
野
で
あ
り
、
先
生
方

は
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
積
極
的
で
熱

を
帯
び
た
議
論
が
か
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、

次
世
代
を
担
う
若
者
に
問
題
解
決
力
と
し

て
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
ど
う
実
現

す
る
か
と
い
う
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
、
今
回

の
情
報
教
育
研
究
会
で
も
痛
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
貴
重
な
研
究
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、
皆
様
に
感
謝
し

た
い
。
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(    )
第
四
回
情
報
教
育
研
究
会
in
江
戸
川
大
学

今
年
も
夏
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て

い
る
情
報
教
育
研
究
会
が
開
催
さ
れ

た
。
青
少
年
の
情
報
活
用
能
力
を
ど

う
育
て
る
か
に
つ
い
て
、
大
学
の
先

生
方
と
高
等
学
校
の
先
生
方
が
熱

く
語
り
合
う
会
で
あ
る
。
今
年
は
次

期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
た
▼
研
究
会
も
大
変
盛

り
上
が
っ
て
い
た
が
、
研
究
会
後
に

行
わ
れ
る
懇
親
会
も
大
変
な
熱
気

で
あ
っ
た
。
こ
の
懇
親
会
で
は
毎
年

多
く
の
出
会
い
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

▼
今
年
も
「
5
名
以
上
の
新
し
い
友

達
を
作
っ
て
く
だ
さ
～
い
」
と
い
う

玉
田
先
生
の
号
令
の
基
、
首
都
圏
の

情
報
教
育
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
校
長

先
生
、
教
頭
先
生
、
指
導
主
事
の
先

生
、
現
場
の
若
い
先
生
方
が
名
刺
交

換
を
さ
れ
た
り
、
積
極
的
に
歓
談
を

さ
れ
た
り
し
て
盛
り
上
が
っ
た
▼
こ
こ

で
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
新

し
い
研
究
に
発
展
し
た
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
る
私
学
の
若
い
先
生

も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
何
事
も
出
会
い

が
大
切
な
の
だ
と
痛
感
し
た
▼
江
戸

川
大
学
が
地
域
の
情
報
教
育
の
拠
点

と
な
り
、
情
報
教
育
研
究
会
が
先
生

方
の
大
切
な
出
会
い
の
場
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
楽
し
い
会
で

あ
っ
た
。

～
今
年
も
先
生
方
の
新
し
い
出
会
い
を
創
出
！
～

江　  戸　  川　  大 　 学

 

じ
ょ
う
せ
い

  

き
ょ
う
ご

玉田 ファイアウォール
寺田 マウス
松村         ソケット
神部 インターネット
八木 プロトコル
鈴木 エディタ
山口 インポート
重藤 コネクト
安宅 インストール
渡邉 ハードディスク
石橋 アセンブラ
海老原 アカウント
柴田 マクロ
山下 メーラー

 

【The environment that surrounds 
               the person is important to bring up the person】

孟母三遷の教えである。「人を取り巻く環境こそ人を育む」という意味だ。先日、江戸川大学で情報教
育研究会が開催され、情報教育を実践されている先生方が生きる力としての情報活用能力をどう育てる
かということについて論議を闘わされた。私は、子ども達の情報活用能力を育てるためには、まずは安
心して学べる環境と子ども達を育む指導者が重要だと感じた。情報化が進む世の中で、深みある面白さ
や、独創する楽しさを伝えながら生きる力としての情報活用能力を育成するためには、「学ぶ環境」と
先生方の熱意が本当に大切なのだということを痛感した。

（
寺
田 

マ
ウ
ス
）

行事 情報教育研究会
7 月 31 日（日）に情報教育協会が行われた。毎

年行われているディスカッションでは、先生方が

「情報」について熱く語って下さった。　　2面

社主
編集長
顧問

学生

（渡邉 ハードディスク）

英語でひとこと

（
重
藤 

コ
ネ
ク
タ
）

文部科学省
共通教科「情報」
学習指導要領改訂

千葉県高等学校

情報教育部会

９月 12 日は
大相撲！！

今年も熱いディスカッションありがとうございました！！

大橋先生 春日井先生谷川先生 津賀先生能城先生 滑川先生

後援


